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木原地区は，三原市及び尾道市中心部に近接するとと
もに，南側に瀬戸内海が広がる風光明媚な場所です。
本地区の国道２号南側には市街地が形成されており，
住宅や工場が立地しています。また，国道２号北側の
斜面地には農村地域が広がり，柑橘や分葱などが栽培
されており，その北側を山林が覆っています。
しかし，本地区の大部分を占める国道２号北側の農
村・山林が市街化調整区域に指定されて都市的土地
利用が制限されていること，道路などの生活基盤の整
備が遅れていること，農業が停滞していることなどを
背景として若年層を中心に人口が流出して高齢化・少
子化が進行しており，恵まれた立地条件にあるにもか
かわらず地区の活力が衰退しつつあります。
こうした状況において，自分たちの地区のことは自分
たち自らで考え，一人ひとりがそれぞれの立場で協力
して持続可能なまちづくりに取り組むことが一段と重
要になっています。
このため，木原連合町内会では現在の状況を打開する
ために，「木原地域ビジョン」の策定に取り組みました。

「木原地域ビジョン」は，木原連合町内会が中心になっ
て取り組むことを総合的に示したもので，住民，関係
団体，事業所などと地区づくりの方向性を共有すると
ともに，共通の指針とするものです。
また，計画内容を広く発信して，木原地区出身者，都市
住民，大学生など，多様な方の幅広い応援を働きかけ
るために活用します。

木原連合町内会では，各種団体の代表者などとともに
「木原地域ビジョン策定会議」を開催し，「木原地域ビ
ジョン」の策定に取り組みました。
また，計画策定にあたっては，住民の皆さんの幅広い
意見を聞くために，「木原まちづくり意見交換会（ワー
クショップ）」の開催や「木原地域ビジョン（案）骨子に
関する意見募集」を行いました。

広島県三原市
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木原地区の位置

木 原 地 域
ビ ジ ョ ン

木 原 地 区 の 資 源

鉢ヶ峰，鳴滝山，お大師さん八十八ヶ所（内畠・赤石，福地・吉和）とお
大師さん参り，木原太鼓踊り，観音寺とその祭礼，厳島神社・亀石神社
とその祭礼，西国街道，鉢ヶ峰・鳴滝山などの縦走コースと瀬戸内海
の眺望，地区行事（木原小学校合同体育大会，ふれあいトンド祭り，環
境美化活動等），町内会行事（盆踊り，敬老会），ふれあいサロン木原，
ひまわりサロン

久井地域

三原地域

大和地域

本郷地域

木原地区



発行 木原連合町内会（広島県三原市木原地域）
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将 来 像 景色良し，人良し，誰もが暮らしたいまち　木原

基 本 計 画

計 画 の
推 進 体 制

計 画 の 周 知 ， 取 組 へ の 参 加 の 働 き か け

計 画 の 推 進 体 制 の 確 立

情 報 の 受 発 信 体 制 の 確 立
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ま ち づ く り の 体 系 将来像の実現に向け, 目標を持って取り組みます

誰 も が 住 み た く な る
ま ち づ く り2

地 区 に 愛 着 と 誇 り を 持 つ 子 ど も の 育 成1

若 者 等 の 定 住 ・ Ｕ Ｉ タ ー ン の 促 進2

空 き 家 ・ 空 地 活 用 の 推 進3

地 場 産 業 が
盛 ん な ま ち づ く り3 農 地 の 保 全 と 特 徴 の あ る 農 業 の 振 興1

木 原 ブ ラ ン ド の 菓 子 ・ 料 理 づ く り2

地 区 外 と の 交 流 が
活 発 な ま ち づ く り4

交 流 資 源 の 発 掘 ・ 魅 力 化1

来 訪 客 の お も て な し 環 境 の 整 備2

観 光 ・ 交 流 情 報 の 発 信3

固 い 絆 で 結 ば れ た
支 え 合 い の ま ち づ く り5

環 境 美 化 活 動 の 推 進1

安 全 な 便 利 な 生 活 環 境 づ く り2

住 民 交 流 の 推 進3

地 区 ・ 町 内 会 行 事 の 維 持 ・ 充 実4

防 災 ・ 減 災 の 推 進5

高 齢 者 等 が
安 心 し て 暮 ら せ る
ま ち づ く り

1
高 齢 者 等 の 支 援 体 制 づ く り1

高齢者等の日常生活の支援2

高 齢 者 等 の 災 害 時 の 避 難 支 援3

高 齢 者 等 の 健 康 維 持 ・ 生 き が い 活 動 の 推 進4


